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出
合
滝
の
上
流
一
帯
が
霧
ケ

瀬
で
あ
る
。
直
立
し
た
岸
壁
に

挟
ま
れ
た
淵
へ
、
水
流
が
長
い

瀬
と
な
り
、
岩
間
を
縫
っ
て
流

れ
込
む
。
出
合
滝
の
清
涼
な
印

象
と
相
ま
っ
て
、
明
る
く
爽
快

な
景
観
を
な
す
。
長
さ
、
高
さ
と

も
に
十
数
㍍
ほ
ど
の
赤
い
霧
ケ

瀬
橋
が
架
か
る
。
欄
干
と
桁
（
け 

   

掲
載
写
真
は
四
月
の
雪
解
け

水
や
六
月
の
ケ
ヤ
キ
の
大
木
な

ど
、
三
段
峡
の
代
表
的
な
景
観

で
は
な
く
、
新
た
な
魅
力
発
見

の
視
点
で
選
ば
れ
て
い
る
。
撮

影
は
尾
崎
秀
司
理
事
。
十
三
㌻
、

縦
十
五
㌢×
横
十
八
㌢
、
送
料

込
み
千
六
百
五
十
二
円
。 

 

同
社
は
今
後
、
さ
ん
け
ん
と

連
携
し
て
三
段
峡
の
Ｐ
Ｒ
と
太

田
川
の
環
境
保
全
に
取
り
組

む
。
年
間
一
万
部
以
上
の
贈
答

用
カ
１ 

             

た
）
は
鉄
製
で
、
毎
年
の
豪
雪
に

耐
え
て
い
る
。 

 

 

 

戦
前
の
風
景
と
調
和
し
た
美

し
い
木
橋
の
写
真
が
あ
る
。
撮

影
者
は
八
幡
村
の
野
田
富
示
仁

（
本
名
＝
不
二
仁
）
氏
、
一
九
三

五
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
。 

年 

  
 

用
カ
レ
ン
ダ
ー
の
受
注
実
績
が

あ
り
、
三
段
峡
カ
レ
ン
ダ
ー
を
提

案
し
、
企
業
の
地
域
貢
献
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
狙
い
。 

瀬
尾
副
理
事
長
は
「
カ
レ
ン
ダ

ー
に
よ
っ
て
魅
力
が
伝
わ
れ
ば
、

さ
ん
け
ん
の
活
動
に
プ
ラ
ス
効

果
が
期
待
で
き
る
。
コ
ラ
ボ
商
品

を
増
や
し
た
い
」
と
話
し
て
い

る
。
同
社
は
平
和
記
念
公
園
の
折

り
鶴
を
有
効
活
用
す
る
平
和
発

信
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。 

                 

写
真
集
「
芸
北
、
カ
メ
ラ
が
語

る
昭
和
初
期
」
が
二
〇
〇
三
年
に

出
版
さ
れ
た
。
野
田
家
の
倉
に
眠

っ
て
い
た
約
二
千
点
の
ガ
ラ
ス

乾
板
を
数
年
が
か
り
で
写
真
に

復
元
し
、
う
ち
百
八
十
三
点
を
掲

載
し
て
い
る
。
息
子
の
耕
作
氏
は

挨
拶
文
の
中
で
「
父
が
こ
の
よ
う

な
写
真
と
の
か
か
わ
り
を
持
っ

た 

 

     

「
深
く
根
を
張
る
」
を
キ
ー
ワ

ー
ド
に
し
た
昨
年
は
、
事
業
の
定 

                      

た
の
は
、
三
段
峡
開
発
に
伴
う
熊

南
峰
氏
と
の
出
会
い
」
と
記
し
、

南
峰
が
二
回
発
行
し
た
「
山
県
郡

写
真
帳
」
の
後
を
継
ぐ
べ
く
、「
山

県
郡
の
展
望
」
を
私
費
出
版
し
た

経
緯
を
紹
介
し
て
い
る
。 

   

一
九
年
七
月
、
ガ
ラ
ス
乾
板 

    

着
と
成
果
の
向
上
を
目
指
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
中
、
地
域
の
事
業
者

な
ど
と
地
域
観
光
に
つ
い
て
十

回
以
上
の
協
議
や
講
座
を
実
施

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
動
画
作
成
も
展
開

で
き
た
。
風
力
発
電
施
設
の
建

１ 

   
 

            

写
真
の
復
元
に
携
わ
っ
た
紺
野

昇
氏
を
訪
ね
、
苦
労
話
を
聞
い

た
。
そ
の
と
き
譲
り
受
け
た 

 
掲
載
外
や
新
発
見
の
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
の
中
に
霧
ケ
瀬
橋
の
写

真
が
数
点
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 
 
 

 

 

常
に
撮
る
側
だ
っ
た
南
峰
の

姿
も
三
点
あ
り
、
対
面
し
胸
を

熱
く
し
た
。 

（
松
尾 

俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

    

設
に
対
す
る
取
り
組
み
で
は
、
単

に
反
対
運
動
で
は
な
く
、
住
民
自

ら
が
町
の
未
来
を
決
め
ら
れ
る

た
め
に
、「
調
べ
る
、
伝
え
る
、
繋

げ
る
」
さ
ん
け
ん
の
行
動
指
針
に

沿
っ
て
活
動
し
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
た
。 

 

今
年
の
干
支
「
丑
」
に
は
、
種

が
根
を
出
す
と
い
う
意
味
が
あ

る
。
今
年
も
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の 

    

広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
の
地
球

派
宣
言
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
撮
影

が
十
二
月
二
十
四
日
、
二
段
滝
で

あ
っ
た
。
特
番
の
テ
ー
マ
は
太
田

川
や
瀬
戸
内
海
の
水
中
。
三
段
峡

で
は
、
オ
オ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
や 

    

そ
ば
打
ち
や
橡
餅
つ
き
を
企

画
し
た
第
二
回
さ
ん
け
ん
祭
を

十
二
月
六
日
、
三
段
峡
正
面
口
で

開
い
た
。
感
染
症
対
策
も
あ
り
、

さ
ん
け
ん
会
員
と
そ
の
紹
介
者

に
限
定
。
夏
に
さ
ん
け
ん
自
然
塾

を
体
験
し
た
子
供
た
ち
を
含
め

三
十
五
人
が
参
加
し
た
。
会
員
が

差
し
入
れ
た
猪
肉
を
細
川
浩
さ

ん
が
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
な
ど
に

し
て
振
舞
い
、
盛
り
上
が
っ
た
。 

 
 

影
響
が
予
想
さ
れ
る
。
昨
年
の
取

り
組
み
が
新
し
い
社
会
様
式
へ

の
種
に
な
る
と
す
れ
ば
、
今
年
の

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
根
を
出
す
」
に

し
た
い
。 

 

三
段
峡
憲
章
は
人
と
自
然
の

こ
れ
か
ら
の
関
係
を
問
う
た
。
感

染
症
と
と
も
に
生
き
ざ
る
を
得

な
い
社
会
に
な
っ
た
今
、
私
た
ち

の
役
割
は
一
層
大
き
く
な
っ
た

と
考
え
る
。
都
市
と
の
新
た
な
関

係
や
持
続
可
能
な
社
会
の
構
築

の
た
め
に
、
根
を
出
し
、
新
し
い

芽
を
吹
か
せ
た
い
。 

   

滝
壺
が
収
録
さ
れ
た
。
リ
ポ
ー
タ

ー
は
北
広
島
町
在
住
の
宇
宙
博

士
こ
と
井
筒
智
彦
さ
ん
。「
川
や

森
は
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
」
と

興
味
深
そ
う
に
峡
内
を
探
索
し

た
。
放
送
予
定
は
二
月
二
十
日
。 

    

北
海
道
自
然
保
護
協
会
で
風

力
発
電
問
題
に
取
り
組
む
佐
々

木
邦
夫
理
事
の
呼
び
か
け
で
十

二
月
五
日
、
風
力
発
電
全
国
連
絡

会
（
仮
称
）
が
発
足
し
た
。
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
活
用
し
、
三
十
二

人
が
参
加
。
広
島
西
ウ
イ
ン
ド
フ

ァ
ー
ム
を
考
え
る
会
は
二
十
七

日
の
会
合
で
、「
低
周
波
被
害
の

医
学
的
調
査
の
実
施
」
を
求
め
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
提
案
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

の
痛
み
を
自
然
が
和
ら
げ

て
く
れ
る
。
三
段
峡
が
そ

ん
な
場
所
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
改
め
て
果
た
し
て
い

る
役
割
を
認
識
す
る
。 

 
 
 

南
峰
と
歩
く 
 

㊶ 

霧
ケ
瀬
（
き
り
が
せ
） 

■
南
峰
に
対
面 

胸
熱
く 

■
写
真
家
二
人
出
会
う 

 

ガ
ラ
ス
乾
板
で
蘇
る
美
し
い
木
橋 

   

▼
雪
景
色
に
ホ
ッ 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

雪
に
覆
わ
れ
て
年
が
明

け
た
。
昨
年
は
ほ
と
ん
ど

降
ら
な
か
っ
た
た
め
、
冬

ー 
 

一口メモ 

の
三
段
峡
で
は
当
た
り
前
の

景
色
を
見
る
と
、
ホ
ッ
と
さ

せ
ら
れ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
第
三
波
の
た
だ
中
、

不
安
な
心
に
刺
さ
っ
た
ト
ゲ

の 

    

 

 

動植物の調査・保全に注力 
 昨年進んだオオサンショウウオを

中心にした河川の生態系調査、深入

山のゴマシジミ保全活動に加え、風

力発電施設建設予定地の自然環境調

査などを実施。盗掘が確認された峡

内の希少植物の保全に取り組む。 

 

「自然塾」開始 リーダー育成 
 中学生が先生になる「さんけん自

然塾」を開始する。定期的な講座で自

然を守る次世代のリーダー育成に取

り組む。姉妹滝アドベンチャーツア

ーの販売を予定。風力発電では引き

続き住民に考える場を提供する。 

 

地域観光、風力発電で連携 
 昨年実施した地域観光プロジェク

トを推進。三段峡の売店改修、観光客

の町内回遊の促進に取り組む。定着

した「あきおおたの楽しい 100 人」

を継続する。風力発電では町内外の

関係者や全国の団体と連携する。 

 

 

 

 

 

２０２１年の主な事業計画 

広
瀬
印
刷 

地
域
発
信
事
業
で
制
作 

 三段峡卓上カレンダー発売 

２
０
２
１
年
の
キ
ー
ワ
ー
ド 

「根
を
出
す
」 

本
宮
理
事
長 

コ
ロ
ナ
後
一
層
大
き
く
な
る
役
割 

ホ
ー
ム
Ｔ
Ｖ 

「地
球
派
宣
言
」特
番
で
収
録 

さ
ん
け
ん
祭
開
催 

開
催 

 三段峡の四季を紹介する卓上カレンダーが 12 月 29 日、ネット

ショッピングサイトで発売された。瀬尾淳副理事長が経営する広瀬

印刷の地域発信事業の一環。売り上げの一部がさんけんへ寄付され

る。販売ページは https:/www.amazon.co.jp/dp/B08RDNRDPJ 

B 

 

 

 

風
力 

発
電 

全
国
連
絡
会
発
足 

四季の写真 新たな視点で魅力紹介 

発
売
さ
れ
た
卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー 

本宮炎理事長 

https://sanken-/

